
まちニュース

ま
ち
ニ
ュ
ー
ス

ま
ち
ニ
ュ
ー
ス

年
々
出
生
数
が
減
少
し
、
高
齢
化

が
進
展
し
て
い
る
国
内
。
特
に
中
山

間
地
は
深
刻
で
、
と
り
わ
け
高
齢
の

住
民
が
生
活
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
課
題
が
山
積
。

そ
ん
な
中
、
人
口
約
千
人
、
高
齢

化
率
五
〇
％
を
超
え
る
川
前
町
で
、

暮
ら
し
や
福
祉
の
ベ
ー
ス
と
な
る

「
小
さ
な
拠
点
」
づ
く
り
が
進
ん
で

い
る
。
取
り
組
む
の
は
、
地
域
住
民

ら
で
組
織
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
お
お

か
」（
永
山
正
一
理
事
長
）。
同
町
三

地
区
（
小
白
井
、
桶
売
、
川
前
）
の

頭
文
字
か
ら
取
っ
た
法
人
名
で
、「
町

で
の
生
活
を
『
謳
（
お
う
）
歌
』
し

よ
う
」
と
の
願
い
も
込
め
た
。

同
町
下
桶
売
地
区
、
県
道
３
５
９

号
沿
い
に
あ
る
一
軒
の
古
民
家
が
将

来
の
拠
点
。
現
在
、
改
修
作
業
を
進

め
て
お
り
、
六
月
頃
の
運
営
開
始
を

目
指
し
て
い
る
。
診
療
所
や
介
護
施

設
、
飲
食
店
が
な
く
、
冬
は
雪
に
閉

ざ
さ
れ
る
同
地
域
で
、
人
が
集
ま
り

元
自
民
党
幹
事
長
、
古
賀
誠
氏
を

招
い
て
の
講
演
会
は
五
月
十
四
日
午

後
一
時
半
か
ら
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
る
。
主
な
演
題
は
「
母
を

語
る
・
政
治
家　

野
中
広
務
を
語
る　

私
の
政
治
信
条
」。
同
氏
講
演
会
実

行
委
員
会
主
催
。参
加
費
は
五
百
円
。

古
賀
氏
は
、
福
岡
県
生
ま
れ
、

八
十
二
歳
。
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十

五
）
年
六
月
の
第
三
十
六
回
衆
議
院

選
挙
で
当
選
し
て
以
来
、
連
続
十
期

務
め
た
。
こ
の
間
、
運
輸
大
臣
、
総

合
交
通
対
策
担
当
大
臣
、
自
民
党
国

会
対
策
委
員
長
、
自
民
党
幹
事
長
、

自
民
党
選
挙
対
策
委
員
長
、
宏
池
会

会
長
、
日
本
遺
族
会
会
長
を
歴
任
。

先
の
大
戦
で
父
親
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
戦
死
。
姉
と
二
人
、
母
親
の
手
一

つ
で
育
て
ら
れ
た
古
賀
氏
は
、
苦
労

の
末
、
政
治
の
世
界
に
入
り
、
各
種

政
策
に
尽
力
。
ま
た
、
同
じ
く
元
自

民
党
幹
事
長
の
故
野
中
広
務
氏
と
は

〝
子
弟
〟
の
間
柄
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
る
。

講
演
会
で
は
、
幼
少
時
の
実
体
験

や
野
中
氏
と
の
交
流
関
係
の
ほ
か
、

自
ら
の
政
治
信
条
に
つ
い
て
も
披
露

す
る
予
定
。

詳
し
く
は
、
共
催
事
務
局
の
い
わ

き
文
化
の
ひ
ろ
ば
（
電
話
〇
二
四
六

―
九
二
―
三
〇
九
九
＝
矢
吹
道
徳
さ

ん
）
ま
で
。

支
え
あ
い
、
よ
り
良
く
暮
ら
す
た
め

の
拠
点
を
つ
く
っ
て
い
く
計
画
。

具
体
的
に
は
、
交
流
の
場
や
困
り

ご
と
相
談
と
支
援
の
場
に
す
る
と
と

も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
フ
ェ
の

運
営
な
ど
も
検
討
中
と
い
う
。

同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
四
月
下
旬
ま
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
改
修
資
金
を
集
め

る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実

施
。「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
、

理
念
を
発
信
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
電

話
〇
九
〇
―
二
二
七
〇
―
四
五
九

三
）
ま
で
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
詳
細
は
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

海
産
物
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
「
い

わ
き
七
浜
お
さ
か
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
三
月
五
日
、
小
名
浜
、
い
わ

き
ら
・
ら
・
ミ
ュ
ウ
と
ア
ク
ア
マ
リ

ン
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
た

ち
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

毎
月
七
日
を
「
魚
食
の
日
（
い
わ

き
七
浜
さ
か
な
の
日
）」
と
す
る
条

例
が
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
に
制

定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
断
な
ど
を
経
て
、市
が
初
開
催
。

こ
の
日
は
、
テ
ン
ト
や
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
で
地
元
の
飲
食
店
な
ど
二
十
店

舗
が
出
店
。「
さ
ん
ま
ポ
ー
ポ
ー
焼

き
」
や
「
ほ
っ
き
飯
」
な
ど
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
「
常
磐
も
の
」
を
使
っ
た

味
覚
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
だ
。

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
専
属
シ
ェ
フ

西
芳
照
さ
ん
と
、
内
田
広
之
い
わ
き

市
長
の
リ
モ
ー
ト
ト
ー
ク
と
い
っ
た

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
会
場

を
盛
り
上
げ
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
も

行
わ
れ
た
。

ま
た
、
西
シ
ェ
フ
が
サ
ッ
カ
ー
Ｗ

杯
カ
タ
ー
ル
大
会
で
提
供
し
、
好
評

を
博
し
た
「
サ
ン
マ
の
つ
み
れ
汁
」

の
振
る
舞
い
に
は
長
蛇
の
列
が
で

き
、
来
場
者
た
ち
が
〝
日
本
代
表
の

味
〟
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
。

お
さ
か
な
フ
ェ
ス

会
場
は
〝
大
入
り
〟

20
店
が
ズ
ラ
リ
並
ぶ

川
前
で
〝
拠
点
〟
づ
く
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
よ
う

ＱＲコード

古賀氏

元
自
民

幹
事
長

川前公民館で昨年行われた、
NPO設立に向けた会議

西シェフの「サンマのつみれ汁」
には長蛇の列

古
賀
氏
が
５
月
に
講
演
会
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